
【
日
文
研
究
室
だ
よ
り
】

学
域
制
度
改
革
に
伴
っ
て
、
日
本
文
学
と

日
本
文
化
情
報
学
の
二
専
攻
を
擁
す
る
日
本

文
学
研
究
学
域
と
な
っ
て
、
二
〇
一
四
年
度

で
三
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昨
年

度
に
引
き
続
い
て
、
新
二
回
生
の
専
攻
分
属

調
査
が
行
わ
れ
、
日
本
文
学
専
攻
七
二
名
、

日
本
文
化
情
報
学
専
攻
五
六
名
に
分
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
日
本
文
学
と

日
本
文
化
に
か
か
わ
る
両
専
攻
は
学
ぶ
べ
き

内
容
も
重
な
る
点
が
多
く
、
専
攻
の
垣
根
は

そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。
そ
の
一
環
と
し
て
二

〇
一
三
年
度
は
、
旧
日
本
文
学
講
読
演
習
Ⅰ

（
現
在
、
日
本
文
学
作
品
研
究
・
日
本
文
化

情
報
資
源
研
究
）
に
関
し
て
、
主
専
攻
の
学

生
の
履
修
希
望
が
優
先
さ
れ
る
と
は
い
え
、

相
互
の
専
攻
の
学
生
が
学
べ
る
よ
う
履
修
制

度
の
手
直
し
を
行
っ
た
。
学
生
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
攻
に
所
属
し
な
が
ら
も
、
幅
広
い

視
野
で
学
ん
で
ほ
し
い
。
ま
た
、
新
制
度
に

よ
る
三
回
生
ゼ
ミ
の
配
属
に
あ
た
り
、
両
専

攻
の
ゼ
ミ
が
決
ま
っ
た
。
日
本
文
学
専
攻

は
、
古
典
文
学
の
二
ゼ
ミ
、
近
代
文
学
の
三

ゼ
ミ
、
日
本
文
化
情
報
学
は
、
図
書
館
情
報

学
ゼ
ミ
、
日
本
語
ゼ
ミ
、
古
典
ゼ
ミ
、
近
代

ゼ
ミ
、
芸
術
ゼ
ミ
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

ゼ
ミ
の
希
望
者
に
若
干
偏
り
が
み
ら
れ
た

が
、
今
後
も
学
生
に
と
っ
て
い
い
か
た
ち
で

学
べ
る
状
況
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
な
お
、

二
〇
一
三
年
度
は
、
一
回
生
の
登
録
必
修
科

目
で
あ
る
「
日
本
文
学
研
究
入
門
講
義
」
を

両
専
攻
主
任
が
行
っ
た
が
、
二
〇
一
四
年
度

は
、
学
域
の
各
分
野
か
ら
五
人
の
教
員
が
リ

レ
ー
形
式
で
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し

た
か
た
ち
で
、
学
域
の
学
問
全
体
に
対
す
る

学
生
の
理
解
を
深
め
、
専
攻
選
択
に
も
役
立

た
せ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
昨
年
度

の
日
本
文
学
会
に
は
、
一
回
生
に
も
参
加
し

て
も
ら
っ
た
。
学
内
の
、
午
前
中
だ
け
で
は

あ
っ
た
が
、
学
術
的
な
雰
囲
気
を
知
っ
て
も

ら
う
い
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

二
〇
一
三
年
度
末
で
真
下
厚
先
生
が
ご
退

職
に
な
っ
た
。
真
下
先
生
は
、
一
九
七
四
年

に
本
学
を
ご
卒
業
、
八
〇
年
に
大
学
院
博
士

課
程
の
単
位
を
取
得
、
八
八
年
に
ご
着
任
に

な
っ
た
。
上
代
文
学
、
万
葉
集
や
古
代
歌
謡

を
中
心
に
、
言
葉
と
〈
声
〉
と
の
関
係
を
研

究
な
さ
っ
て
き
た
。
ご
研
究
内
容
は
『
万
葉

歌
生
成
論
』
や
『
声
の
神
話
』
な
ど
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
ご
着
任
以
来
、
専
攻
の
柱

と
な
っ
て
数
々
の
お
仕
事
を
な
さ
っ
て
き

た
。
学
生
の
質
問
等
に
対
し
、
丁
寧
に
対

応
、
指
導
な
さ
っ
て
い
る
様
子
が
印
象
に
残

っ
て
い
る
。
ご
退
職
後
も
研
究
に
邁
進
な
さ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
年
度
、
藤
原
享
和
先
生
が
ご
着
任
に
な

っ
た
。
上
代
歌
謡
の
研
究
で
『
古
代
宮
廷
儀

礼
と
歌
謡
』
な
ど
の
ご
著
書
が
あ
る
。
こ
れ

ま
で
同
志
社
高
校
に
お
勤
め
の
傍
ら
、
本
学

に
も
非
常
勤
と
し
て
出
講
さ
れ
て
お
り
、
学

生
に
も
ご
理
解
が
あ
る
。
本
学
で
も
、
学

域
、
そ
し
て
国
語
教
育
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
は
じ

め
本
学
会
に
大
い
に
刺
激
を
与
え
て
く
だ
さ

る
こ
と
と
思
う
。

二
〇
一
一
年
度
に
彦
坂
先
生
、
一
二
年
度

に
中
西
先
生
、
そ
し
て
一
三
年
度
は
真
下
先

生
と
こ
れ
ま
で
専
攻
を
支
え
て
下
さ
っ
た
先

生
が
ご
退
職
と
な
り
、
昨
年
度
は
、
中
川
先

生
が
研
究
科
長
、
瀧
本
先
生
は
京
都
学
専
攻

の
主
任
、
中
本
先
生
は
一
〇
年
ぶ
り
に
内
留

（
後
期
主
任
）
と
、
こ
れ
ま
で
会
を
支
え
て

い
る
中
心
メ
ン
バ
ー
が
い
な
く
な
り
、
は
か

ら
ず
も
着
任
三
年
目
の
私
が
日
本
文
学
会
会

長
と
な
る
こ
と
と
な
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
と
不

備
が
あ
っ
た
と
思
う
が
ご
寛
恕
頂
き
た
い
。

（
田
口
道
昭
）
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